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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
六
年
の
干
支
は
「
辰
」
で
す
。

今
年
一
年
が
昇
り
龍
の
よ
う
に
力
強
く

飛
躍
す
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
月
に

大
口
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年
記
念
式

典
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
が
熱
い
思

い
を
持
っ
て
実
現
さ
れ
た
、
井
上
雄
彦

さ
ん
原
作
・
脚
本
・
監
督
の
映
画
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ 

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ 
Ｄ
Ｕ

Ｎ
Ｋ
」
特
別
上
映
会
の
開
催
や
、
十
月

に
菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
競
技
」
で
の
地
元
選
手
の

活
躍
な
ど
、
私
た
ち
伊
佐
市
民
に
多
く

の
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま

大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
御
来
市
さ
れ

た
寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
の
大
口
酒
造

株
式
会
社
第
二
蒸
留
所
御
視
察
、
秋
篠

宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
伊
佐
市
子
ど
も

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
と
お
ぎ

ゃ
ー
献
金
記
念
堂
の
御
視
察
は
、
私
た

ち
伊
佐
市
民
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
に
関
し
て
は
、
サ
ン
キ
ョ

ー
ミ
ー
ト
株
式
会
社
の
進
出
や
、
パ
ワ

ー
半
導
体
製
造
の
株
式
会
社
サ
イ
コ
ッ

ク
ス
・
大
口
電
子
株
式
会
社
と
の
立
地

協
定
締
結
が
あ
り
、
ま
た
、
国
際
交
流

に
お
い
て
も
台
湾
の
竹
田
郷
へ
の
訪
問

や
花
蓮
市
か
ら
の
来
訪
な
ど
、
本
市
の

地
域
活
性
化
が
大
き
く
前
進
す
る
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
伊
佐
市
が
前
進
す
る
動

き
は
、
多
く
の
市
民
や
関
係
者
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
切
望
し
て
き
た
特

別
支
援
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
、
昨
年
、

県
教
育
委
員
会
が
設
け
た
検
討
委
員
会

か
ら
伊
佐
・
湧
水
地
区
へ
の
分
置
の
方

針
が
示
さ
れ
、
本
市
で
は
「
伊
佐
市
特

別
支
援
学
校
整
備
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
湧
水
町
や
「
伊
佐
市
に
新
し

い
特
別
支
援
学
校
を
つ
く
る
会
」
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
特
別
支
援
学
校
の
設

置
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
令
和
八

年
度
完
成
予
定
の
新
庁
舎
建
設
に
向
け

た
手
続
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
翁
の
教
え
に
「
現
状
維
持

は
後
退
し
て
い
る
の
と
同
じ
。
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
い
こ
と
は
衰
退
し
て
い
く
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
夢
あ
る
伊
佐
の
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
ま
た

伊
佐
の
魅
力
あ
る
教
育
日
本
一
の
実
現

の
た
め
に
、
情
熱
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
活
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
、
笑
顔
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

橋本　欣也
伊佐市長

夢ある伊佐のために

　チャレンジ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
、
日

本
国
内
の
経
済
活
動
な
ど
回
復
傾
向
に

転
じ
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

な
ど
に
起
因
す
る
世
界
的
な
資
材
、
穀

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
等
の
流
通
停
滞

と
価
格
高
騰
に
円
安
が
相
ま
っ
て
、
国

民
生
活
を
直
撃
す
る
物
価
高
騰
の
波
が

押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
は
、
伊
佐
市
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
市
民
生
活
は
も
と
よ

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
も
米

や
子
牛
等
の
価
格
低
迷
、
肥
料
や
飼
料
、

資
材
費
の
高
騰
と
い
う
形
で
暗
い
影
を

落
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
で
五
十
一
年
振

り
に
開
催
さ
れ
た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
国
体
」
に
お
い
て
、
伊
佐
市
で
開

催
さ
れ
た
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
に

伊
佐
市
出
身
の
選
手
が
九
名
出
場
し
、

そ
の
大
活
躍
は
み
な
さ
ん
の
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
二
百
ｍ

に
出
場
し
た
植
木
春
華
選
手
が
優
勝
し

〝
日
本
一
〟
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
は
、

多
く
の
市
民
に
感
動
と
誇
り
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
伊
佐
市
菱
刈

カ
ヌ
ー
競
技
場
」
は
、
全
国
に
も
類
を

見
な
い
好
条
件
の
競
技
場
と
し
て
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
や

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、
伊
佐
市
の
シ
ン

ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
更
な
る
発
展
の

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
こ
の
競
技
場

を
核
と
す
る
各
種
大
会
や
合
宿
等
の
誘

致
な
ど
、
広
く
情
報
発
信
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き

社
会
情
勢
の
厳
し
さ
は
続
く
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗

り
越
え
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
生

活
し
、
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
万
里
一
空
」
の
精

神
を
も
っ
て
市
議
会
が
一
体
と
な
り
、

目
標
に
向
か
っ
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高

騰
対
策
、
庁
舎
建
設
事
業
の
本
格
的
着

工
や
特
別
支
援
学
校
の
誘
致
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
、
必
要
な
事

業
等
が
必
要
な
と
き
に
市
民
の
み
な
さ

ま
に
届
き
ま
す
よ
う
、
し
っ
か
り
と
議

論
を
尽
く
し
、
ま
た
提
案
を
し
な
が
ら
、

適
時
適
切
に
意
思
決
定
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

伊佐市議会議長

森田　幸一 

万里一空

New Years greetings 
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（12 月 29 日から翌年 1 月 3 日およびメンテナンス日を除く）

※戸籍 ・附票は平日8時30分～ 17時 15分

毎日6時30分から23時まで
利用できます。

　マイナンバーカードの IC チップに格納されている署名用電子証明書を使って、スマホに

スマホ用電子証明書を搭載するサービスです。マイナンバーカードなしで、スマホだけで、

さまざまなサービスの利用や申込ができるようになります。

※現在は Android 端末のみ、サービスに対応しています。

❶ 利用者証明用電子証明書付のマイナンバーカード

❷ 利用者証明用電子証明書の暗証番号

❸ 手数料 （市役所窓口と同額）

マルチコピー機が設置されている

・ ・ セブン -イレブン

・ ・ ファミリーマート

・ ・ ローソン

※お住まいの市区町村に関わらず、

　全国のマルチコピー機が設置さ

　れているコンビニエンスストア

　で取得できます。

コンビニ交付とは
マイナンバーカードを利用して、住民票などの証明書を、全国のコンビニエ

ンスストアに設置されているマルチコピー機から取得できるサービスです。

問い合わせ先　市民課市民係　☎２３－１３１１　　　１１５２・１１５７

いつどこで利用できるの ? 市内利用可能店舗

スマホ用電子証明書搭載サービス を使って
もっと便利に！

①マイナポータルの利用

②各種民間オンラインサービスの申込・利用

④健康保険証としての利用（対応予定）

他にも、
▪薬剤・健診情報や母子健康手帳の自己情報の閲覧ができる！
▪行政機関からのお知らせや各種証明書が見れる！

③コンビニ交付サービスの利用（対応予定）

他にも、順次、さまざまなサービスが
利用できるようになります！

お申し込みはカンタン！
まずは、マイナポータルアプリを
ダウンロード！
https://myna.go.jp

利用するのに必要なものは？

こんなことがあなたのスマホだけでできちゃう！

内線
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　　マルチコピー機

に手数料を投入する。 　　証明書と領収書

を受け取る。

　　マルチコピー機で、「行政サービ

ス」を選択。マイナンバーカードをセ

ットし、利用者証明書用電子証明書の

暗証番号 (数字４桁 )を入力

　　画面を操作して、

必要な証明書と部数

を選ぶ

証明書の種類 手数料 利用できる人 注意事項

  住民票の写し 300 円
  伊佐市に住民登録
  のある人

  ・ 本人および同一世帯員の分を取得できます。
  ・ 最新の住所および前住所が記載されます。
  ・ 転出者や死亡者など、 除票になっている人
      の分は取得できません。
  ・ 住民票コード入りの住民票は発行できません。

  印鑑登録証明書 300 円
  伊佐市で印鑑登録
  をしている人

  ・ 本人の分のみ取得できます。
  ・ 印鑑登録証の持参は不要です。

  戸籍謄 （抄） 本 450 円   伊佐市に本籍が
  ある人

  ・ 本人および同一戸籍に記載されている人の
      分を取得できます。
  ・ 除籍や改製原戸籍は取得できません。  戸籍の附票の写し 300 円

  所得証明書 300 円

  伊佐市に住民登録
  があり、 伊佐市に
  課税情報がある人

  ・ 所得額および控除の内訳が記載されます。
  ・ 最新年度のみの発行となります。
      （年度更新は６月中旬頃になります）
  ※最新年度の前年中の収入になります。

  課税証明書 300 円
  ・ 市県民税の税額が記載されます。
  ・ 最新年度のみの発行となります。
      （年度更新は６月中旬頃になります）

  所得 ・ 課税証明書 300 円

  ・ 上記所得証明書および課税証明書の両方の
      情報が記載されます。
  ・ 最新年度のみの発行となります。
      （年度更新は６月中旬頃になります）

 ・ ・住民票コード、通知カード、印鑑登録証ではコ

　ンビニ交付はできません。

 ・ ・住所の異動や戸籍の届出を行った場合、内容が

　反映されるまで数日かかります。

 ・ ・４桁の暗証番号を連続で３回間違えると、ロッ

　クがかかります。その場合、市役所で暗証番号

　の初期化、再設定の手続が必要になります。

２月１日から
証明書のコンビニ交付 コンビニ交付 が始まります！

コンビニ交付の流れ

コンビニ交付で取得できる証明書

注意事項
 ・ ・誤って証明書を取得した場合でも、返金・交換は

　できません。

 ・ ・手数料が免除される場合でも、コンビニ交付では

　お金がかかります。返金はできません。

 ・ ・本籍地が伊佐市で、住民登録地が他市区町村の人

　は事前に利用登録が必要です。登録されるまでに

　数日かかります。

３

1
２

４
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まち 話題のまち 話題の

市固定資産評価審査委員会委員選任

おめでとうございます祝

福崎　和美さん（元伊佐市消防団副団長） 上村　広盛さん（元大口市消防団副分団長）

〇 瑞宝単光章　消防功労

　長野吉泰さんが市教育委員会委員に

再任されました。任期は令和９年 12

月 11 日まで。

委嘱状交付

松ケ迫　憲二さん（写真左から３番目）

西　光明さん　　 （写真左から１番目）

下野　美保子さん（写真左から２番目）

〇 藍綬褒章　更生保護功績 〇 法務大臣表彰　更生保護功績

　令和５年 12 月 12 日に開かれた市議会定例会

で議会の同意を受け、次の方々が固定資産評価審

査委員に選任されました。

〈写真左から〉

　桐原　茂太さん（西本町・再任）

　上薗　信行さん（本城宇都・再任）

　大塚　左文さん（仲町・新任）
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　菱刈農村公園グラウンドで女子プロソフト

ボールチーム「MORI ALL WAVE KANOYA」の選

手らによるソフトボール教室が開催されまし

た。市内外から８チーム 68 人の女子中学生

が集まり、プロ選手の迫力あるプレーを真剣

なまなざしで見つめ、指導を受けていました。

　同プロチームのキャプテン永山愛実さんは

参加した中学生らに「練習や試合をする中で

きつい、辛いと感じることもあると思うけど、

ソフトボールが楽しい、好きという気持ちを

忘れずにこれからも頑張ってほしい」と声援

を送りました。

ソフトボール教室

2511

各チーム成績

1 位  大口東Ａ 1:00:12
2 位  湯之尾Ａ 1:00:46
3 位  山野 1:01:25
4 位  田中Ａ 1:01:34
5 位  羽月 1:05:17
6 位  大口中央 1:06:47
7 位  菱刈 1:07:37
8 位  田中Ｂ 1:08:56
9 位  忠元 1:09:23
10 位  大口東Ｂ 1:10:11
11 位  平出水 1:11:08
12 位  湯之尾Ｂ 1:12:09
13 位  牛尾 1:13:49
14 位  曽木 1:14:17
15 位  本城 1:17:23

―  針持 オープン参加

　第 14 回伊佐市ふれあい駅伝競走大会

が開催されました。菱刈環境改善センタ

ーから伊佐市陸上競技場までの 10 区間

18.8km のコースを各校区代表選手が競

いました。結果は次のとおりです。

ふれあい駅伝競走大会

個人成績（区間賞）

区間（距離） タイム 選手名

    1 区   （1.0km） 　3:24    面髙　暁仁（忠元）
    2 区  （1.6km） 　5:37    山元　幹太（田中Ａ）
    3 区  （3.1km） 　8:45    中條　幸大（大口東Ａ）
    4 区  （1.3km） 　5:02    面髙　結愛（忠元）
    5 区  （3.2km） 　9:05    出水　愛翔（山野）
    6 区  （2.0km） 　6:03    竹下　龍侍（大口東Ａ）

    7 区  （2.8km） 　8:16    中島　陸斗（大口東Ａ）
   山崎　遊馬（山野）

    8 区  （1.1km） 　3:32    藺牟田　梨乃晏（忠元）
    9 区  （1.6km） 　4:35    肥後　龍平（山野）
10 区  （1.1km） 　3:14    山脇　秀和（田中Ａ）

区間新

区間新

飛躍賞

飛躍賞

区間新

区間新

区間新

12 ３

ISAISA City  City TopicsTopics

　燃ゆる感動かごしま大会～特別全国障害者

スポーツ大会～バレーボール男子（知的）に

鹿児島県代表として出場した菱刈本城出身の

木村竜太さんが橋本市長を表敬訪問しました。

　木村さんのポジションはセッターで、同チ

ームのキャプテンも務めました。結果は準決

勝で惜敗するも３位決定戦で見事勝利を収め

ました。「キャプテンとしてチームをまとめ

るのは大変だったが、３位という結果を残せ

てよかった。これを機に障がい者スポーツが

もっと広まり、同じ境遇の人が少しでも前向

きな気持ちになってくれると嬉しいです」と

話しました。

表敬訪問

2411
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　北薩森林管理署・伊佐市・猟友会伊佐支部の３者で有

害鳥獣被害対策協定が締結されました。本協定は「モン

スターウルフ」と呼ばれるオオカミを模った野生動物撃

退装置を設置するとともに、捕獲ワナを設置し、有害鳥

獣捕獲の効率化及び被害の防止を図ることを目的として

います。県猟友会伊佐支部長の清水剛吏さんは「昨年、

伊佐市ではシカ 2,933 頭、イノシシが 816 頭捕獲され

ているが、それでも農作物等の被害が続いている。協定

を締結することで捕獲頭数を増やし、行政と一体となっ

て被害防止に努めていきたい」と抱負を語りました。

　湯之尾神社で五穀豊穣、無病息災を祈願し「湯之

尾神舞」の奉納が行われました。県の無形民俗文化

財に指定されている「湯之尾神舞」は 500 年以上

の歴史があると推定され、面を被った舞人が国生み

や天岩戸といった神話をモチーフにした演舞を披露

しました。

　コロナ禍の影響で４年ぶりの奉納となりましたが、

湯之尾小学校の生徒や地域の方々が 13 演目を舞い、

訪れた観客からは大きな声援と拍手が送られました。

　台湾の東部に位置する花蓮市から魏
ウェイジャイエン

嘉彦市長はじめ 10 人の訪問団が伊佐市役所を訪れま

した。自然豊かで農業も盛んという共通点がある花蓮市とは、これまでも市長、職員間のオン

ライン交流を実施し、親睦を深めてきました。この度の来市では、曽木の滝や大口酒造蒸留所

などを見学した訪問団。魏嘉彦市長は「伊佐市と花蓮市はよく似ていて、まるで自身の故郷を

眺めているようだった。距離は離れていても友であり、今後も文化、教育、産業など多面的な

交流を期待している」と話しました。

有害鳥獣被害対策協定書調印式

五穀豊穣、 無病息災

台湾 ・花蓮市訪問団が来市

2311

2911

2711

まち 話題のまち 話題の

　11 月 19 日・26 日、鶴田ダム湖（大鶴湖）

で期間限定の遊覧船が就航しました。

　自然資源を生かした街づくりに取り組む

伊佐市の NPO 法人「バイオマスワークあ

ったらし会」が企画したもので、２日間で

約 100 人が乗船しました。参加者は、船

上から普段は見ることができないダム湖の

風景を楽しんだほか、曽木発電所遺構も水

上から間近で見学しました。

大鶴湖を遊覧

発電所遺構も間近で見学
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　鹿児島県農政部が推進している地域リスク

コミュニケーションを普及するための農業見

学ツアーが、伊佐市で開催されました。地域

リスクコミュニケーションとは、地域で生産

者や食品関連事業者、消費者等の関係者を交

え、食の安心・安全に関する情報の共有や意

見交換を行うもので、今回のツアーは、食の

安心・安全推進パートナーの海老原純一さん

（伊佐市出身）が企画しました。ツアーには

市内外の 28 人が参加し、農家さんとの意見

交換やネギの集積加工場、菱刈カントリーエ

レベーターの見学、直売所での特産品購入な

ど、充実した内容となりました。

　参加した佐竹歌菜さん（鹿児島大学水産学

部国際食糧資源学特別コース２年）は「伊佐

はお米が有名なのは知っていたが、他の特産

品、またそれを製造している農家さんの取組

みや努力を知ることができてよかった。普段

は入ることのできない施設の見学や、一緒に

ツアーに参加した農業に精通されている方々

との交流もでき、大学の講義とは違う楽しみ

があった」と感想を話しました。

　山野小学校の２年生を対象に絵本教室が行

われ、伊佐市出身で絵本作家／イラストレー

ターのかこいかぐみさんが講師を務めました。

児童らは「いつ」「どこで」「だれが」「なに

をして」「どうなった？」のキーワードをも

とに紙に書いたそれぞれの物語をシャッフル

して、新しい物語を作り上げていました。同

校の卒業生であるかこいさんは「小さい頃を

思い出して、温かい気持ちになった。本を制

作するときは楽しんで作っている。子どもた

ちも何事も楽しみながら取り組んでもらいた

い」と話しました。

伊佐の農業を覗いてみませんか？

絵本教室

1512

1612

ISAISA City  City TopicsTopics

　伊佐市の主催で植樹祭が開催さ

れました。植樹祭は森林や緑の重

要性を学び、緑を守る意識の醸成

を図ることを目的としており、緑の

少年団や高校生、林業関係者など 122 人

が参加しました。市有林での植樹体験では、約

1,000 本のスギの苗が参加者の手で植えられ、

初めて植樹を経験したという下津曲聖斗さん（大

口高３年）は「大きく育った木々があるのは森を

守るという想いが受け継がれてきた証。植樹を通

して次の人たちにこの想いを繋いでいきたい」と

話しました。

伐ったら植えよう、 伊佐の森

2511
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　大口元気こころ館で中学３年生とその保護者を

対象に大口高校、伊佐農林高校、大口明光学園高

校の合同進路ガイダンスが開催されました。まだ

進路に悩んでいる生徒もいるという状況を踏まえ

３校が協力して企画しました。

　各高校の特色紹介や個別相談が実施されたほか、

市教育委員会の担当職員から通学支援金や各種検

定代の補助などについて説明がありました。参加

した生徒からは「とてもためになった。参考にし

て最終決定したい」といった声が聞かれました。

　大口小学校６年生を対象に認知症サポーター養成講

座が行われました。講座では「認知症とはどういうも

のか？」「認知症の人の気持ち」など、認知症につい

て正しい知識や支援の方法などを学びました。受講し

た山西永真さんは「認知症の人には優しい声掛けや親

切に接することが大切だと知った。今日学んだことを

家族や友達にも呼びかけてサポートの輪を広げたい」

と話しました。児童らには認知症サポーターの証であ

る「オレンジリング」が渡されました。

　今回サポーターになられたみなさんは 28 ページで

ご紹介しています。

合同進路ガイダンス

今日から認知症サポーター

12 1

まち 話題のまち 話題の

　読売新聞社主催の第 73 回全国小・中学校

作文コンクールで南太陽さん（田中小５年）

の作品が鹿児島県で最優秀賞を受賞しました。

題名は「いってらっしゃいで始まる夏休み」

です。道徳の授業や先生の話の中であった「自

立」という言葉。この言葉をテーマに南さん

が過ごした夏休みの行動や心情の変化などが

伝わってくる作品です。

　南さんは「勉強や家の手伝いなど自分で考

えて行動して、自立を続けていきたい」とこ

れからの抱負を話しました。

最優秀賞

12 ５

1212

思いやりの気持ちを育む

12 ７

　田中小学校で「人権の花」運動閉会式が行

われ、さまざまな取組に対して鹿児島地方法

務局霧島支局から感謝状が贈呈されました。

　サプライズで人権イメージキャラクターの

人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃんが

登場し、児童たちは大喜び。

　児童代表あいさつで植元由彩さん（６年）は、

「人権の花運動をして心に残ったのは、これ

までよりも人権について考えることが多くな

り、去年よりも悪口を聞く回数が少なくなり

ました。これからも人権の勉強を続けていき

たいと思います」と話しました。
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問い合わせ先　伊佐市基幹相談支援センター（伊佐市役所福祉課内）　☎２３－１３１７

基幹相談支援センター

だより

う
つ
病
に
つ
い
て
　

今
回
は
み
な
さ
ん
の
身
近
に
も
起
こ
り
う
る
、
う
つ
病
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

⑪

く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
学
生
の
場
合
、

朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず
学
校
を
休
ん
だ
も

の
の
、
午
後
か
ら
は
具
合
が
よ
さ
そ
う
に
見

え
て
、
周
囲
か
ら
は
さ
ぼ
っ
て
い
る
だ
け
だ

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

● 

う
つ
病
の
リ
ス
ク
因
子
と
は

　

一
般
的
に
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
因
子
と

し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

● 

う
つ
病
の
治
療
に
つ
い
て

　

「
自
分
は
い
な
い
方
が
よ
い
」「
消
え
て
し

ま
い
た
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
症
状
の
影
響
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
治
療
す
る
こ
と
で

参
考
：
木
戸
芳
史
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
フ
ァ
ー
ス
ト

　
　
　

エ
イ
ド
」
研
修
資
料
よ
り

突
然
で
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

● 

初
期
症
状
と
は
（
心
と
体
は
つ
な
が
っ
て
い
る
）

　

う
つ
病
の
症
状
は
始
め
の
う
ち
は
、
心
の

不
調
で
は
な
く
、
体
の
不
調
や
行
動
の
問
題

と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
具

体
的
に
は
食
欲
や
睡
眠
に
現
れ
る
だ
け
で
な

く
、
体
が
だ
る
い
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き

気
と
い
っ
た
体
の
症
状
、
ひ
き
こ
も
る
、
暴

力
や
攻
撃
的
な
行
動
な
ど
で
表
現
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
朝
の
調
子
が
一
番

悪
く
、
午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
改
善
し
て

① 

悲
し
く
憂
う
つ
な
気
分
が
一
日
中
続
く

② 
こ
れ
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
興
味
が
わ

 　

か
な
い
、
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い

③ 

食
欲
が
減
る
、
あ
る
い
は
増
す

④ 

眠
れ
な
い
、
あ
る
い
は
寝
す
ぎ
る

⑤ 

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

⑥ 

疲
れ
や
す
く
、
何
も
や
る
気
に
な
れ
な
い

⑦ 

自
分
に
価
値
が
な
い
よ
う
に
思
え
る

⑧ 

集
中
力
が
な
く
な
る
、
物
事
が
判
断
で
き

　

 

な
い

⑨ 

死
に
た
い
、
消
え
て
し
ま
い
た
い
、
い
な

　

 

け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う

※
①
～
⑨
の
う
ち
５
つ
以
上
（
①
か
②
を
含
む
）

　

が
２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
専
門
家
に
相

　

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

改
善
し
ま
す
。

　

う
つ
病
の
治
療
は
一
般
的
に
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
る
方
法
を
試
し
た
り
、
自
分
を
責
め

る
考
え
方
に
着
目
し
、
そ
れ
を
変
え
て
い
く

方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

無
い
状
態
の
中
で
、
一
人
で
取
り
組
む
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
病
院
の
精
神
科
医
や
心
理

職
な
ど
の
専
門
家
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
落
ち
込
ん
だ
気
分

を
や
わ
ら
げ
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
改
善
す
る

効
果
を
も
つ
「
抗
う
つ
薬
」
を
中
心
に
、
必

要
に
応
じ
て
不
安
感
を
和
ら
げ
る
「
抗
不
安

薬
」
な
ど
も
使
わ
れ
ま
す
。

● 

身
近
な
人
へ

　

こ
こ
ろ
の
不
調
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
自

分
で
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
身
近
な
人
が
変
化
に
気
づ
き
、

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
早
め

に
支
援
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
ま
ず
は
、
本
人
の
大
変
な
気
持
ち
を
批

判
せ
ず
・
決
め
つ
け
ず
に
聴
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
身
近
な
人
も
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
、
周
り
の
人
や
専
門
家
に
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

    

・・
苦
痛
を
伴
う
制
御
不
能
な
出
来
事
が
あ
っ
た

    

・・
幼
少
期
に
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
よ
う
な
出
来
事
が

　

あ
っ
た

    

・・
継
続
的
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
不
安
が
続
い
て
い
る

    

・・
別
の
精
神
疾
患
を
持
っ
て
い
る

    

・・
以
前
に
う
つ
病
や
不
安
症
の
経
験
が
あ
る

    

・・
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
家
族
が
い
る

    

・・
繊
細
な
感
情
の
持
ち
主

    
・・
責
任
感
が
強
く
自
分
に
厳
し
い

    

・・
生
命
に
関
わ
る
病
気
、
慢
性
的
な
病
気
や
痛
み

　

を
抱
え
て
い
る

    

・・
処
方
薬
の
副
作
用　
　

    

・・
冬
場
の
日
照
不
足

    

・・
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

    

・・
物
質
の
誤
用
、
中
毒
、
離
脱
症
状
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な
こ
と
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、

異
国
の
地
で
偶
然
日
本
製
の
手
織

り
生
地
を
手
に
と
っ
た
時
、
突
如

あ
の
頃
の
思
い
が
蘇
り
、「
そ
う

だ
、
自
分
の
生
地
を
作
ろ
う
、
作

り
た
い
！
」
と
稲
妻
が
走
っ
た
こ

と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
当
時
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

在
住
で
現
地
の
企
業
に
勤
め
て
い

ま
し
た
の
で
週
末
や
就
業
後
に
独

学
で
機
織
り
を
学
び
習
得
し
ま
し

た
。
創
作
活
動
を
し
て
い
る
と
知

ら
な
か
っ
た
自
分
の
一
面
に
気
付

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
、
服

装
な
ど
無
難
な
色
や
無
地
を
選
ぶ

傾
向
で
す
が
、
何
故
か
織
と
な
る

と
斬
新
な
色
や
柄
の
組
み
合
わ
せ

や
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
、
そ
れ
を

恐
れ
る
こ
と
な
く
作
品
で
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
織
は

私
の
中
の
普
段
見
え
な
い
カ
ラ
フ

ル
な
部
分
を
表
現
す
る
一
つ
の
方

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

執筆を担当した空き家バンクの記事に反応をいただきました。
少しでもお力になれた気がしてとても嬉しい出来事でした！

同期4人の卒隊 (4、 5、 6月 ) が近づいてきました。
みんな伊佐に残る予定ですが卒隊イベント計画中です！

いよいよ卒隊の年となりました。 協力隊最後の区切りに、 市民の
みなさま参加型の革イベントができるよう、 いろいろ検討中です。

城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
に
参

加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
初
対
面

の
私
と
一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
が
稲
刈
り
後
の
農
道
を
眺

め
な
が
ら
「
田
植
え
の
後
の
緑
も

い
い
し
、
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
も
い

い
け
ど
、
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ

も
い
い
よ
ね
」
と
、
こ
の
景
色
が

好
き
な
の
だ
と
お
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
広
い
空
、
1
日
の
間
で
こ

ろ
こ
ろ
と
移
り
変
わ
る
景
色
、
季

節
の
変
化
、
人
の
あ
た
た
か
さ
、

伊
佐
に
は
た
く
さ
ん
〝
あ
る
〟。

訪
れ
る
場
所
、
出
会
う
人
、
お
一

人
お
ひ
と
り
か
ら
大
切
な
こ
と
に

た
く
さ
ん
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い

た
1
年
で
し
た
。

　

伊
佐
の
素
敵
な
日
常
を
い
ろ
い

ろ
な
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
２
０
２
４
年
も
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
坂
元　

紫
乃
）

　

情
報
発
信
担
当
の
坂
元
で
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
12
月
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
1
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
秋
は
市
の
広
報
係
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
の
制
作
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
私
た
ち
が
伝

え
た
い
〝
伊
佐
〟
は
な
ん
だ
ろ

う
？
」
と
皆
で
考
え
「〝
伊
佐
は

何
も
な
い
〟
と
い
う
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
伊
佐
に
は
〝
あ
る
〟。
伊

佐
の
あ
た
た
か
さ
が
伝
わ
る
Ｃ
Ｍ

に
し
た
い
」
と
い
う
想
い
で
制
作

し
ま
し
た
。
結
果
は
12
月
31
日

に
Ｋ
Ｋ
Ｂ
の
特
別
番
組
放
送

（
10

時
～
11
時
30
分
予
定
）
に
て
発
表
。

Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
際
に
は
み
な
さ
ま

に
楽
し
く
見
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
限
り
で
す
。

　

「
伊
佐
に
は
〝
あ
る
〟」
11
月
、
本

卒隊を迎える田畑、 佐野、 石田、 西上で、 4人のスキルを掛け
合わせた卒隊イベントを企画中です！

　

一
日
の
中
に
四
季
が
あ
り
、
朝

昼
晩
の
折
々
で
違
っ
た
顔
を
見
せ

る
景
色
や
空
気
感
に
心
打
た
れ
創

作
活
動
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
伊
佐

の
日
常
か
ら
得
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
図
ら
ず
も
作
品
に
反
映

さ
れ
、
作
品
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化

し
て
き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
私
と
織
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
幼
少
期
か
ら
手
芸
が
得

意
で
大
好
き
で
し
た
が
、
物
心
つ

い
た
頃
か
ら
い
つ
か
自
分
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
生
地
で
作
品
を
作
り
た

い
と
い
う
思
い
が
心
の
片
隅
に
あ

り
ま
し
た
。
大
人
に
な
り
、
そ
ん

卒隊に向けて、 カフェイベントを企画中です！

石　田

（久）
田　中

西　上

伊佐の素敵な景色

田　畑

佐　野

法
な
ん
だ
な
と
面
白
く
思
っ
て
い

ま
す
。

（
田
中　

亜
紀
）

８枚綜
そうこうたかはた

絖高機

ジャックルームと呼ばれ、 織機にバネと滑車

がついていて踏み木を踏むと綜絖枠を引き

上げたり下げたりして開口させます。

初めての
こんにゃく
作り体験！
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お
住
ま
い
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令和５年度相談件数 （11 月末時点） 相談件数

　介護・介護保険に関すること 120 件
　介護予防・生活支援サービスに
　関すること

35 件

　医療に関すること 6 件
　認知症に関すること 28 件
　権利擁護に関すること 42 件
　介護者の離職防止に関すること 0 件
　その他　経済的支援、虐待、
　　　　　安否確認、苦情等

12 件

合　計 243 件

※
日
常
生
活
圏
域
と
は
、
概
ね
30
分
以
内
に
必

　

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
地
域
の
実
情

　

に
応
じ
た
圏
域
、
中
学
校
区
等
の
範
囲
で
す
。
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

１
１
０
番
通
報
は 

適
切
に 

！
「１１０番」は
緊急通報です

ひ ゃ く と う ば ん

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

相談先　大口地域包括支援センター　☎２３－２３７７　菱刈地域包括支援センター　☎２６－１３０７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
？

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

１
月
の
対
象
活
動

○
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
、
校 

　

 

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者
元
気
度
ア

　

 

ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
拠
点
施
設

と
し
て
※

日
常
生
活
圏
域
に
設
置
さ
れ

ま
す
。
本
市
で
は
、
市
役
所
大
口
庁
舎
、

菱
刈
庁
舎
の
ほ
か
、
市
内
３
か
所
の
介

護
事
業
所
に
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢
者
の
医
療
や
介

護
・
介
護
予
防
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
末
現
在
２
４
３
件
の
相
談
が
あ

り
、
介
護
や
生
活
支
援
に
関
す
る
相
談

が
約
６
割
と
最
も
多
く
、
介
護
保
険
申

請
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
令

和
３
年
に
開
設
し
た
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
が
認
知
さ
れ
、
権
利
擁
護
や
認
知

症
に
関
す
る
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
等

の
地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
を
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
気
軽
に

　
　

で
、
用
件
を
「
警
察
安
全
相
談
」

　
　

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
警
察
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
警

　

察
本
部
で
勤
務
す
る
警
察
官
な
ど
が

　

対
応
し
、
警
察
署
等
へ
出
向
く
必
要

　

が
あ
る
か
も
含
め
て
説
明
を
す
る
ほ  

　

か
、
警
察
署
に
よ
る
対
応
が
必
要
な

　

も
の
は
、
管
轄
の
警
察
署
に
対
応
を

　

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

・・
１
１
０
番
と
は
…

　

み
な
さ
ん
の
身
近
で
事
件
・
事
故
が

発
生
し
た
時
、
警
察
官
を
現
場
に
派
遣

す
る
た
め
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

　

警
察
本
部
に
あ
る
通
信
指
令
室
で

１
１
０
番
通
報
を
受
理
し
て
、
事
件
・

事
故
が
発
生
し
た
場
所
を
管
轄
す
る
警

察
署
に
無
線
で
指
令
を
行
い
、
警
察
官

を
向
か
わ
せ
ま
す
。

　

通
信
指
令
室
で
は
、
司
令
官
が
必
要

事
項
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

・・
相
談
は
…

 

緊
急
を
要
し
な
い
相
談
は
、
警
察
本

部
に
あ
る
警
察
安
全
相
談
電
話
ま
た
は

警
察
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
警
察
安
全
相
談
電
話
：
＃
９
１
１
０

▼
警
察
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
警
察
本
部
代
表
電
話
）

☎
０
９
９
―
２
０
６
―
０
１
１
０

　

※
電
話
交
換
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
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増
え
、
血
液
中
に
入
り
血
管
や
脳
、
心
臓

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

● 

低
栄
養
状
態

　

食
べ
物
を
か
み
砕
い
た
り
飲
み
込
ん
だ

り
す
る
力
が
弱
ま
り
、
栄
養
の
質
が
低
下

し
、
さ
ら
に
は
十
分
な
栄
養
が
と
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
法
①
：
毎
食
後
の
歯
み
が
き

　

１
～
２
歯
ず
つ
丁
寧

に
み
が
き
ま
す
。
特
に

歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯

ぐ
き
の
間
の
汚
れ
は
歯

間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
う
と

効
果
的
に
落
と
せ
ま
す
。
ま
た
舌
の
汚
れ

も
取
る
こ
と
で
口
の
中
の
細
菌
が
増
え
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
法
②
：
定
期
的
な
歯
科
受
診

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
も
と
で
、
歯
や

口
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
歯
石
の
除
去
の
ほ
か
、
入
れ

歯
の
清
掃
・
管
理
、
全
身
の
状
態
や
口
の

中
の
状
態
に
応
じ
た
口
腔
ケ
ア
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

歯
と
口
の
健
康
を
保
っ
て
、
健
康
寿
命

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

に
よ
り
、
主
に
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
層
が
増
加
し
、
若
い
世
代
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
10
代
か
ら
30
代
の
献
血
者
は
こ

の
10
年
間
で
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
と
血
液
の
安
定
供
給
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
患
者
さ
ん
に
血
液
を
安
定
的
に
届

け
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
若
い
世

代
か
ら
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

歯
と
口
か
ら
は
じ
ま
る
健
康
づ
く
り

　

「
食
べ
物
が
か
み
づ
ら
い
」「
む
せ
や
す

い
」
な
ど
年
齢
を
重
ね
る
と
歯
や
口
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、「
年
だ
か
ら
…
」
と
い
っ
て
軽
視

は
禁
物
で
す
。
歯
や
口
の
機
能
低
下
は
健

康
へ
の
悪
影
響
を
招
き
ま
す
。

歯
と
口
の
ト
ラ
ブ
ル
が
招
く
危
険
！

● 
誤
嚥
性
肺
炎

　

口
の
中
が
不
潔
に
な
り
、
飲
み
込
む
機

能
が
衰
え
る
と
だ
液
や
飲
食
物
と
と
も
に

口
の
中
の
菌
（
肺
炎
の
原
因
と
な
る
菌
な

ど
）
が
気
道
か
ら
肺
へ
入
っ
て
肺
炎
を
起

こ
し
ま
す
。

● 

脳
卒
中
・
心
臓
病

　

口
の
中
の
細
菌
（
歯
周
病
菌
な
ど
）
が

問い合わせ先　保健課健康推進係　☎２３－１３１１　　 １２４１

健康
コーナーコーナー

内線

献
血
は
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

献
血
と
は
、
病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
血
液
製

剤
（
血
液
か
ら
作
ら
れ
る
医
薬
品
）
を
作

る
血
液
を
、
自
発
的
に
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
期
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

一
年
を
通
し
て
偏
る
こ
と
な
く
、
た
く
さ

ん
の
人
の
献
血
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
で
は
輸
血
後
副
反
応

を
抑
制
す
る
た
め
、
少
な
い
献
血
者
か
ら

輸
血
を
可
能
に
す
る
４
０
０
㎖
献
血
由
来

の
血
液
製
剤
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

い
ま
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

参考資料：日本赤十字社『初めて献血される方へ』

献血
今年は

始めて
みませんか

健康づくり
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・・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26－３０００

・・ 大口図書館臨時窓口

　（オニツカ１階店舗内）

☎ 22－０417

　※営業時間　10時～ 18時

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

わたしの本棚

い
そ
が
な
く
て
も

い
い
ん
だ
よ

岸
田
　
衿
子
　
著
／
童
話
屋

推薦者　柿木 ともみ さん

（大口中央中学校・大口東小学校司書）

　

こ
こ
最
近
、
ゆ
っ
く
り
な
時
は

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
並
み
の
物

語
を
、
忙
し
い
時
は
詩
集
を
読
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。
詩
集
は
ほ
ん

の
数
行
で
私
に
癒
や
し
を
与
え
て

く
れ
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

岸
田
衿
子
さ
ん
の
詩
集
は
何
気

な
く
見
て
い
る
季
節
の
風
景
を
一

瞬
で
優
し
さ
に
包
ん
で
く
れ
、
ト

ゲ
ト
ゲ
し
た
私
の
心
も
ふ
わ
ふ
わ

の
優
し
い
も
の
に
変
え
て
く
れ
ま

す
。
心
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
一
冊

で
す
。

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

山ぎは少し明かりて  

辻堂 ゆめ ： 著 / 小学館

　佳代、千代、三代の三姉妹が暮らす瑞

ノ瀬村にダム建設計画の話が浮上する。

愛する村が、湖の底に沈んでしまう。佳

代は愛する夫・孝光とともに、故郷を守

ろうと奔走するが…。

　所蔵館：両館

図 書 館 情 報

● 

イ
ベ
ン
ト
情
報

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日
　
時　

1
月
27
日

（土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

場
　
所　

大
口
図
書
館
臨
時
窓
口

内
　
容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぎ
ん
な
ん
」
に

よ
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

● 

年
始
休
館
日　

１
日
（
月
）
～
４
日
（
木
）

● 

今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

お
つ
き
さ
ん
で
お
も
ち
つ
き

／
岡
田 

よ
し
た
か 

作
・
絵
（
両
館
）

ぼ
く
は
な
ん
の
ほ
ん
？

／
カ
ロ
リ
ー
ナ
・
ラ
ベ
イ 

著
（
両
館
）

脳
と
目
が
カ
ギ
！
色
の
ふ
し
ぎ

／
竹
内 
龍
人 

著
（
大
口
）

【一
般
】

清
算　
　
　
　

 　

 

／
伊
岡 

瞬 
著
（
両
館
）

真
夜
中
法
律
事
務
所 

／
五
十
嵐 

律
人 

著
（
両
館
）

新
キ
ッ
シ
ュ   

／
渡
辺 

麻
紀 

著
（
菱
刈
）

● 献本

　西上　寛樹さん（伊佐市）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
刊
案
内
で
掲
載
以
外
の

　

本
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
菱
刈
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

　

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

今年も

福袋やおみくじ
やってるよ！

23ページ

もご覧くだ

さい！
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政
情
報
「
農
の
い
ろ
は
」

使
っ
た
大
根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
な
ど
の
食

材
を
使
っ
て
料
理
し
ま
す
。

　

世
の
中
が
い
か
に
合
理
化
、
簡
素
化
さ

れ
て
も
、
行
事
食
は
む
か
し
風
で
地
方
色

豊
か
な
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

「
伊
佐
・
味
の
四
季
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
レ
シ
ピ
は
、
伊
佐
市
女
性
農
業
経
営

士
の
会
に
よ
っ
て
、
研
修
会
や
交
流
会
等

で
披
露
さ
れ
、
伊
佐
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
や
食

の
伝
承
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

農
政
課
担
い
手
支
援
係

☎
㉓
１
３
１
１　
　
　

２
２
４
３

伊
佐
の
地
産
地
消
を
学
ぶ

　

伊
佐
地
区
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
が
作
成

し
た
伝
承
料
理
・
調
理
技
術
集
「
伊
佐
・

味
の
四
季
」
か
ら
、
小
正
月
の
年
越
し
に

あ
た
る
１
月
14
日
を
祝
う
行
事
「
ほ
だ
れ

引
き
」
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
ほ
だ
れ
引
き
」
は
、
穂
が
長
く
垂
れ

る
よ
う
に
豊
穣
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
農
家

の
祭
り
で
す
。
年
末
に
お
飾
り
と
し
て

農

昨年よりさらにパワーアップし、 使用した電

球は 100 万球以上。 会場には令和６年の

干支である巨大な龍のオブジェが設置され

るなど観覧無料のイルミネーションとしては

九州最大級の規模。

「伊佐にヒカリプロジェクト 2023」 で、

制作されたイルミネーション。 竹細工を

使ったものも設置、 夜だけでなく昼間も

楽しむことができます。

★点灯　18時～ 24時
　　　　２月24日（土）まで
※ソーラー発電で点灯しているものについて

　は天候等により変動あり
★点灯　17時 30分～ 21時
　　　　1月 31日（水）まで

まごし館

曽木の滝公園

●熱くてもフーフー冷ましていけない（風害）
●食べているとき水を飲んではいけない（水害）
●お腹いっぱい食べること（穂の実入りがいい）

＜ 材料：4人分 ＞
いわし（４尾） …280g
里芋…４個　大根…220g
人参…120g ごぼう…60g
小松菜（根付き）…４本
にんにく（根葉付き）…４本
厚揚げ…２枚　昆布…80cm
こんにゃく …1/2 枚
みそ…60g　砂糖…60g
しょうが…少々

＊
野
菜
は
白
菜
な
ど
で
代
用
可
能
。

　

稲
穂
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
野
菜
は
大

　

き
く
長
い
ま
ま
使
う
。

＊
い
わ
し
は
煮
く
ず
れ
し
や
す
い
の

　

で
途
中
で
混
ぜ
な
い
。

＜作り方＞
１　いわしは内臓を取り除く。ごぼうは大き
　　く切り水にさらす。
２　里芋は丸ごと、こんにゃく・大根・人参
　　は縦割に大きく切る。
３　にんにく・小松菜は根葉付きのまま、昆
　　布は洗ってむすぶ、厚揚げは半分に切る。
４　鍋に１と２を入れて煮る。五分（半分）
　　ほど煮えたら砂糖とみそを入れ弱火でや
　　わらかくなるまで煮て３を入れ、しばら
　　くしたら火を止める。

メモ

豊穣願って
次のような教えも 〉〉〉

ほ   だ   れ   引   き

伊佐市伊佐市
イルミネーション情報イルミネーション情報

内
線
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　外の寒さからどうしても家で過ごすことが多くなります。テレビ

を見ながら家族が団らんしたり、余暇を埋めるためにパソコンをい

じったりすることも増えます。電気の使いすぎには注意しましょう。

地球にも家計にも
やさしい取組み！ 家族団らんと家電の省エネ

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

わが家の
エコエコ対策

ECOECO

家族の団らんは立派なエコ対策

　家族が別々の時間に別々の行動をとるとエネルギー効率は悪くなります。たとえば食事は、ひとり

分ずつ用意するより、一度につくって一緒に食べ、まとめて片づけた方が経済的。同様に、リビング

で一家団らんすれば、ほかの部屋での照明やエアコンなどのエネルギー消費は不要となります。仲良

し家族はエコ家族です。

　誰も見ていないのに、テレビがついていること

はありませんか。見ていないのなら消して、家族

で会話を楽しみましょう。

見ていないテレビは消す

テレビ
パソコン

　テレビ画面は明るくするほど電力がかかります。

ほこりで画面が暗くなっていることが多いので、週

に一度は掃除しましょう。

　ブラウン管テレビは液晶テレビなどにくらべて消

費電力も高いので、買い替えを検討しましょう。

画面を明るくしすぎない

ブラウン管テレビは買い替えを

DATA テレビ （32 インチ液晶） をつけている時間を

1 日 1 時間短縮した場合

< 年間で > CO2　　　　　　　 9.9 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 450 円の節約

つけっぱなしにしない

　短時間の間隔で再使用するのでなければ、つ

けっぱなしにせず、使うとき以外は電源を切りま

しょう。

DATA パソコンの使用時間を 1日 1時間短縮した場

合

・・デスクトップ型

<年間で > CO2　　　　　　　 18.5 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 850 円の節約

・・ノート型

< 年間で > CO2　　　　　　　 3.2 ㎏の削減

　　　　　電気代　　　　 約 150 円の節約

スクリーンセイバーは使わない

　一定時間使用しない場合

にディスプレイを保護する

機能でしたが、近年では

3D 画像などアクセサリー

要素が高く、スクリーンセ

イバー使用時の方が消費電

力が高くなる場合がありま

す。

OFF

スクリーンセイバー

ＯＮ OFF
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中央公園地図

中央公園の撤去工事について

１１月１日号「広報いさ」でお知らせしたとおり、新庁舎建設工事に伴い、大口ふれあ
いセンターに隣接する中央公園の撤去工事を１月中旬から予定しております。
それに伴い、中央公園、周辺にあるふれあいセンター駐車場は 令和６年１月15日

（月）以降は使用できません。
なお、新しい中央公園の完成予定は、新庁舎完成と同時期の令和８年度を予定していま

す。（工事の進捗状況により、前後する場合があります。）

１１月１日号「広報いさ」に、中央公園周辺にある公園を紹介しておりますので、ご利用
ください。

中
央
公
園 大

口
元
気
こ
こ
ろ
館

スクウェア広場

消防詰所

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

中央公園地図

中央公園の撤去工事について

１１月１日号「広報いさ」でお知らせしたとおり、新庁舎建設工事に伴い、大口ふれあ
いセンターに隣接する中央公園の撤去工事を１月中旬から予定しております。
それに伴い、中央公園、周辺にあるふれあいセンター駐車場は 令和６年１月15日

（月）以降は使用できません。
なお、新しい中央公園の完成予定は、新庁舎完成と同時期の令和８年度を予定していま

す。（工事の進捗状況により、前後する場合があります。）

１１月１日号「広報いさ」に、中央公園周辺にある公園を紹介しておりますので、ご利用
ください。

市
道
「
中
央
公
園
線
」

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
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中央公園の撤去工事について

伊佐市消防出初式

　11 月１日号「広報いさ」でお知らせしたとおり、新庁舎建設工事に伴い、大口ふれあい

センターに隣接する中央公園の撤去工事を１月中旬から予定しています。それに伴い、中央

公園、 周辺にある大口ふれあいセンター駐車場は  1 月 15 日 （月） 以降は使用できません。

　なお、新しい中央公園の完成予定は、新庁舎完成と同時期の令和８年度を予定しています

（工事の進捗状況により、前後する場合があります）。

問い合わせ先

財政課庁舎建設係　　　２３２２内線

11 月１日号「広報いさ」に、中央公園周辺にある公園を紹介していますので、ご利用ください。

　市道「中央公園線」は、拡幅し２車

線化します。ただし、最終的な整備は、

新庁舎建設完成（令和８年度予定）に

あわせて実施します。

　中央公園は、トイレ・遊具等含め、

すべて撤去します。一部は庁舎敷地と

なりますが、残存地は、小さなこども

の利用を中心とした公園として整備を

すすめます。

　なお、大口ふれあいセンター南側駐

車場（交番横）を中高生を中心とした

大人向けのアクティブな利用（バス

ケットコート・ウォールクライミング

を設置予定）を想定した公園として整

備をすすめています。　

　秋頃の完成をめざし、現在、整備工

事中です。

　市道「大口ふれあいセンター線」は、

11 月末日をもって廃道となり、通行

することはできません。

Information

Information

内線

問い合わせ先

総務課交通消防防災係　　　１１１８

主な内容　分列行進、規律訓練、

薩摩忠元火消し隊演技、表彰式、

一斉放水　等

※パレードは実施しません。

※雨天時は伊佐市文化会館

場所　 伊佐市陸上競技場

日時　１月７日（日）13 時～
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Information

＜新型コロナワクチン接種＞

１月から予約方法が変更になります

☆自己負担なしで新型コロナワクチンを接種できるのは令和６年３月 31 日までです

◆令和６年１月から３月に、次の表に掲載がある医療機関での接種を希望する場合、直接、

　医療機関へ電話予約をお願いします。

　※コールセンターでの電話予約受付は、令和５年 12 月 28日（木）で終了しました。

◆予約には宛名用紙に記載の 10 桁の接種券番号が必要です。

　お手元に準備して電話予約をしてください。

◆通常診療に関する連絡もあります。予約の電話をする時間は必ず守ってください。

医療機関名 電話番号 予約の電話をする時間
 有村クリニック 22 ｰ 1155   15 時～ 17 時（水土日・祝日除く）
 大口温泉リハビリテーション病院 22 ｰ 8888   14 時～ 16 時（土日・祝日除く）
 大口病院 22 ｰ 0336   14 時～ 16 時（土日・祝日除く）
 大保・川添クリニック 22 ｰ 6314   15 時～ 17 時（木土日・祝日除く）
 坂元内科 26 ｰ 0178   15 時～ 17 時（木土日・祝日除く）
 さわたりクリニック 22 ｰ 3322   10 時～ 18 時（水土日・祝日除く）

 つよしクリニック 26 ｰ 0080
  月・火・木 9 時～ 11 時、13 時～ 16 時
  金・土　　 9 時～ 11 時
  （水日・祝日除く）

 寺師医院（18 歳以上） 22 ｰ 2634      9 時～ 12 時（水土日・祝日除く）
 寺田病院 22 ｰ 1321   15 時～ 17 時（土日・祝日除く）
 菱刈中央医院 26 ｰ 0140   10 時～ 16 時（木日・祝日除く）
 古川医院 25 ｰ 1151   14 時～ 16 時（土日・祝日除く）
 整形外科松元病院 22 ｰ 1101   14 時～ 16 時（月土日・祝日除く）
 水間病院 26 ｰ 4588   14 時～ 16 時（土日・祝日除く）
 県立北薩病院 28 ｰ 1007   14 時～ 16 時（土日・祝日除く）

Information

校区コミュニティ 巡回健康相談

　市では、市民のみなさまの健康の維持・増進を目的とした巡回

健康相談を行います。校区外にお住いの人でも参加できます。

　お気軽にお越しください。

【内容】　・血圧測定、体重測定

　　 　 ・ご自身やご家族の健康、介護などに関する相談

　　　　◎相談には、保健師や看護師が対応します。

コミュニティ協議会 日　時　 場　所

湯之尾校区 １月９日（火）10：00 ～ 11：30 湯之尾校区公民館

問い合わせ先

保健課健康推進係　　　１２４２内線

問い合わせ先

保健課新型コロナ対策係

１２４６・１２４７内線
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Information

郵便等による

不在者投票ができます

　郵便等による不在者投票をするには「郵便等投票証明書」

の交付申請が必要です。事前に選挙管理委員会にお問い合

わせください。

■左記対象者のうち下記に該当する人は、

　代理人が投票の記載をすることができ

　ます。

手帳等の種類
障がい名

（障がいの程度）

身体障害者
手帳

　上肢、視覚の障がい
　（１級）

戦傷病者
手帳

　上肢、視覚の障がい
　（特別項症～第２項症）

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者
手帳

　両下肢、体幹、移動機能の障がい
　（１級または２級）

　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
　直腸、小腸の障がい（１級または３級）

　免疫、肝臓の障がい（１級～３級）

戦傷病者
手帳

　両下肢、体幹の障がい
　（特別項症～第２項症）

　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
　直腸、小腸、
　肝臓の障がい（特別項症～第３項症）

介護保険
被保険者証

　要介護状態区分（要介護５）

■対象者　手帳等を持ち、次の表に該当する人

問い合わせ先

市選挙管理委員会　　　１１７１内線

　プラスチック製容器包装は、商品を入れたもの（容器）や包んだもの（包装）であって、

中身の商品を取り出した（使った）後、不要となるプラスチック製のものをいいます。

収集できるもの

◎プラスチック製容器包装の分別が悪く、収集できない例が増えています。

　ごみの分け方・出し方で分からない場合はご連絡ください。

　　　 マークのあるもの、食品・商          

　　　 品の容器包装に使われていた

プラスチックが対象です（中身・付着

物を取り除き洗って水を

切ってください）。

※洗っても汚れのとれないものは燃える

　ごみ（透明袋）で出してください。

洗面器、プラスチック製のおもちゃ、

ハンガーなど

収集しないもの

※プラ製であっても、商品を包む容器や包装でない 

　ものは燃えるごみ（透明袋）で出してください。

プラスチック製容器包装の

分け方 ・ 出し方
問い合わせ先

環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

Information

投票投票できるできる

期間期間
選挙の公示（告示）日の翌日 ～

投票日の前日

〒

汚れ
残り
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― 

１
３
１
１
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　国民年金は、老後はもちろん、病気や事故で障がいが残ったときや家族の働き手が亡くなっ

たときなど、いざというときの生活を、働いている世代みんなで支えようという考えに基づ

いて作られた仕組みです。

　国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の人は加入することが義務付けられており、20 歳にな

ると日本年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。※厚生年金の加入者には届きません。

６５歳以降、老後の

生活を支えます。

加入者が亡くなったとき、

子のある配偶者や子を支

えます。

病気や事故で障がいが

残ったときに支えます。

基礎年金障害 基礎年金老齢基礎年金遺族

今も将来も老後も。国民年金は一生のリスクの備えです。つのメリット３  ３  
今の

“まさか”に
将来の

“まさか”に
老後の

“安心”に

口座振替

金融機関・郵便局・
コンビニ等の窓口払い

クレジットカード決済

電子（ペイジー）決済

キャッシュレス決済

◎「産前産後期間の国民年金保険料免除制度」をご利用ください！

問い合わせ先 市民課市民係・地域総務課市民窓口係　　　１１５３・１１５４・２１２０

加治木年金事務所　☎０９９５－６２－３５１１

内線

　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（産前産後期間）の

国民年金保険料が免除となる制度です。多胎妊娠の場合は、出産予定日または

出産日の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

　　歳になったら国民年金２０

国民年金保険料を納めるのが困難なときは

国民年金保険料は納付方法が選べます。国民年金保険料の納付方法

Information

①申請免除制度　

本人・世帯主・配偶者

の所得が一定額以下の

場合に国民年金保険料

の全額または一部が免

除される制度です。

②学生納付特例制度

学生は一般的に所得が少

ないため、本人の所得が

一定額以下の場合、国民

年金保険料の納付が猶予

される制度です。

③納付猶予制度 (50歳未満)

学生でない 50歳未満の人で、

本人及び配偶者の所得が一定

額以下の場合に国民年金保険

料の納付が猶予される制度で

す。

※国民年金の保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない

　場合があります。納付が難しい時は、相談・手続をしてください。

◎保険料を早めに納める「前納制度」を

　利用すると保険料が割引になります。

◎定額の保険料に月額 400 円の付加保

　険料を上乗せして納めると、将来の老

　齢基礎年金に付加年金が加算されます。
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Information

　　　伊佐市農業関係

価格高騰対策緊急支援事業

〈再掲載〉

申請手続

申請書類

① 交付申請書兼実績報告書

② 交付請求書 （押印要）　　③ 同意書

持参するもの

① 申告に伴う農業所得用の

　   決算書 ・収支内訳書の写し

② 振込口座の通帳の写し　　③ 印鑑

　コロナ禍やウクライナ情勢等の影響による飼料や農業資材等の価格高騰対策として上昇分の一部を

支援し、農業経営への影響を緩和するため助成金を交付します。

対　象　令和５年１月１日以降伊佐市に住所を有し、

　　　　次の要件を満たすもの。

助成額　農業に係る収入額により助成金を交付します。

⑴

　【個人の場合】
　令和５年度（令和４年分）の市民税の申告にお
　いて、農業収入が 30 万円以上あること。

　【法人の場合】
　直近の確定申告において、農作物の生産販売に
　よる事業収入が 30 万円以上あること。

⑵ 　令和５年以降においても農業収入があること。

※申請書類は、農政課（菱刈庁舎）・

　市民課（大口庁舎）にあります。

令和４年収入額 助成金額

1,000 万円以上 100,000円

750 万円以上 1,000 万円未満 75,000円

500 万円以上  750 万円未満 50,000円

250 万円以上  500 万円未満 25,000円

30 万円以上  250 万円未満 15,000円

●農業資材等価格高騰対策

農業者

市農政課

提出・問い合わせ先　

農政課農業政策係（菱刈庁舎）

　　　２２４６内線

※申請期限を、　　　　　　　　　　 までに延長します。　2 月 29 日（木）

1
交
付
申
請
書
・
請
求
書
等

2
交
付
決
定
・
確
定
通
知

3
補
助
金
（助
成
金
）
交
付

Information

図書館からのお知らせ
問い合わせ先　

社会教育課図書館係　☎２６－１５５４

　大口ふれあいセンター改修工事に伴い、大口図書館は令和５年４月１日から休館していますが、大口

図書館臨時窓口を下記の住所で開設しています。新刊書をメインに、書籍・絵本・新聞・雑誌と閲覧机

等を設置し、貸出・返却・予約等は、従来どおり行えますのでご利用ください。

場　　所　㈱オニツカ 1 階店舗内  
　　　　　　（伊佐市大口元町 20-6）

営業時間　10：00 ～ 18：00
休 館 日  月曜日　※月曜日が祝日のときは翌日

電　　話　☎ 22－0417（fax 兼用）

大口図書館臨時窓口

新富
大生堂

きものの
久古屋

※赤いコーンがあるところ
　が図書館駐車場です

いまむら
レディースショップ

大口図書館臨時窓口

（オニツカ１階）

★

駐車場

（10 台）
目印
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伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

お
し
ら
せ

１
月
の
ご
み
収
集
日
変
更

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

市
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
の
「
第
10
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

１
月
10
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

２
月
８
日
（
木
）

閲
覧
場
所

▽
長
寿
介
護
課
（
大
口
庁
舎
）

　

自
治
会
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
燃

え
な
い
ご
み
（
赤
袋
）」、「
資
源
ご
み
（
緑

袋
・
黄
袋
）・
紙
類
」
の
収
集
日
が
毎
月

第
１
回
目
の
月
・
火
・
水
曜
日
の
地
区
は
、

１
月
の
収
集
日
は
翌
週
へ
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
各
家
庭
に
配
布
の
「
令
和
５
年
度
ご
み

　

収
集
日
程
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
時
で
指
定
の
場

　

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　

☎
㉒
１
０
６
０

※情報提供のあった自治会等を掲載しています（令和 5 年 12 月 6 日現在）

開催日時 開催場所 （校区 ： 主催）

1 日

６:00 ～
  崎山東自治会館駐車場下
  （羽月西 ：崎山東自治会）

18:00 ～

  黒木浩二様宅前の水田
  （針持 ：田原自治会）

  平出水消防詰所前
  （平出水 ：平出水校区コミュニティ協議会）

2 日

17:00 ～
  下之馬場自治会館敷地内
  （山野 ：下之馬場自治会）

18:00 ～

  中村橋付近 （山野 ：石井自治会）

  深見幸夫様宅下の水田
  （針持 ：高塚自治会）

  金波田集会所前の水田
  （羽月 ：金波田自治会）

3 日
６:00 ～   小川内運動公園 （山野 ：小川内自治会）

18:00 ～
  丸目廣美様宅付近 （針持 ：田代自治会）

  堂崎研修館前の水田 （羽月：堂崎自治会）

５日
17:30 ～

  鶴屋旅館裏河川敷
  （湯之尾 ：湯之尾校区コミュニティ協議会）

  ※雨天時は６日に延期

６日
17:00 ～

  よりあい処いろり前の水田
  （羽月 ：駅前自治会）

17:30 ～   白木公民館 （羽月 ：白木自治会）

18:00 ～
  木ノ氏自治会館付近の水田
  （牛尾 ：木ノ氏自治会）

７日 16:00 ～
  大島南公民館近くのみゆき公園
  （羽月 ：大島南自治会こども会）

１月

内線

問い合わせ先

地域振興課コミュニティ活力推進係　　　３２５

水

金

火

土

月

日

１年の無病息災を
祈願しましょう

鬼火焚き情報
▽
長
寿
介
護
課
分
室
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

　

る
個
人
及
び
法
人

○
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務

　

す
る
人

○
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
係
る
事
案
に

　

利
害
関
係
を
有
す
る
人

内
線

応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見

を
記
入
し
、
２
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係
（
大
口
庁
舎
）

１
２
２
６
・　

㉒
５
０
３
５

kaigo@city.isa.lg.jp

　

広
報
い
さ
12
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ

の
１
月
伊
佐
市
カ
レ
ン
ダ
ー
で
日
程

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

〇
土
曜
い
き
い
き
講
座

　

（誤
）
１
月
17
日

（水
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

（正
）
１
月
27
日

（土
）
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「ほ
っ
！
と
相
談
」
の
開
催

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
精
神
対
話
士

が
相
談
に
応
じ
、
将
来
の
希
望
や
心
配
ご

と
等
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

対

象

者　

若
年
層
（
39
歳
以
下
の
人
）

及
び
そ
の
保
護
者
な
ど

相談日

１月  14 日（日）、21 日（日）、28 日（日）

２月  10 日（土）、18 日（日）、25 日（日）

３月   ９日（土）、10 日（日）、11 日（月）

　時　　間　13 時～ 17 時

　場　　所　霧島市国分公民館３階

国分シビックセンター内

　

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
認
可
一
般
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
協
会
鹿
児
島
事
務
所
（
肥
後
）

☎
０
９
０
―
４
０
０
３
―
３
１
１
９

第
21
回
市
民
懇
話
会

地
域
医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う
！

　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
医
療
や
国
保
水
俣
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
意
見
の
あ
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日

時

２
月
10
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

西
館
６
階
講
義
室

水
俣
市
天
神
町
１
―

２
―

１

内
　
　
容

〇
基
調
講
話

〇
懇
話
会
（
病
院
に
対
す
る
質
疑
応
答
）

参

加

費

無
料

問
い
合
わ
せ
先

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務

課

☎
０
９
６
６
―
６
３
―
２
１
０
１

募　
　

集

業
務
内
容　

市
老
連
事
務
局
事
務
・
行
事

等
の
企
画
運
営

募
集
人
数　

1
人

勤
務
日
数　

月
15
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

令
和
６
年
度
伊
佐
市
老
連
事
務
局
職

員
募
集

Information

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

日
　
　
時　

1
月
22
日
（
月
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所

ま
ご
し
館
大
会
議
室

内

容

歌
・
体
操
・
ボ
ッ
チ
ャ

参
加
資
格

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

１
月
19
日
（
金
）

※
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

広告

賃

金

月
額
１
０
４
、
５
０
０
円

※
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
・
通
勤
手
当
あ

り
雇
用
条
件

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

選
考
方
法

書
類
選
考
及
び
面
接

応
募
期
限

２
月
２
日
（
金
）

応
募
方
法

自
筆
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
添
付
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
面
接
の
詳
細
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
大

口
元
気
こ
こ
ろ
館
内
）

☎
㉓
２
３
６
１

対
　
　
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

期
　
　
間　

３
月
26
日

（火
）
～

４
月
1
日
（
月
）
６
泊
７
日

場

所

大
島
郡
与
論
町

説

明

会

オ
ン
ラ
イ
ン
を
予
定

１
月
下
旬
～
２
月

※
本
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

３
月
６
日
（
水
）

資
料
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
―
６
８
２
５
―
３
１
３
０

第
48
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
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祝
迫　

月つ

く

も雲
（
智
宏
・
絵
美
／
戸
切
）

上
下　

秦し

ん

り里
（
翼
・
絵
里
／
東
元
町
）

西
迫　

結ゆ

あ空
（
誠
治
・
玲
静
／
大
田
）

濵
川　

風ふ
う
ま磨

（
智
弘
・
由
紀
／
朝
日
町
）

宮
田　

清す

み
れ伶

（
章
也
・
千
尋
／
重
留
西
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

誕
生

・
お
く
や
み
は
、
掲
載
を
希
望
し
た
方

だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

吾
孫
子　

奎
子　
　

75
（
里
町
）

片
平　

勝
幸

58
（
井
手
原
）

上
屋　

ハ
ナ
子

96
（
小
水
流
）

後
藤　

輝
夫

88
（
元
町
実
業
）

下
原
田　

ノ
リ
子　

94
（
原
田
）

橋
口　

正
輝

94
（
下
目
丸
）

馬
場　

英

72
（
西
水
流
）

宮
園　

ノ
リ
子

89
（
小
水
流
）

向
江　

ト
ミ

91
（
木
ノ
氏
）

山
野
地
区

出
水　

大
三

98
（
小
木
原
上
中
）

〇
昭
和
57
年
卒

　

大
口
高
校
商
業
科
還
暦
同
窓
会
ご
一
同
様

寄　

附

寄　

附

※
教
育
支
援
（
学
校
図
書
購
入
）
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
 

　
 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

12月活動12月活動 ○ 南永小学校区

毎月

日は
13

井
立
田　

法
藏　
　

91
（
井
立
田
）

西
ノ
原　

芳
治　
　

76
（
平
出
水
中
央
）

八
反
丸　

十
三　
　

98
（
小
木
原
下
）

平
川　

キ
ミ
ヱ

89
（
敬
寿
園
）

山
崎　

幹
男

68
（
仲
町
）

吉
満　

稔

94
（
羽
山
）

羽
月
地
区

柏
木　

豊
彥

92
（
包
ノ
原
）

坂
ノ
上　

勝
子　
　

85
（
鳥
巣
下
）

竪
山　

安
彦

87
（
駅
前
）

橋
口　

チ
ヨ
子

100
（
麓
町
）

森
田　

ふ
く

68
（
並
木
）

山
之
内　

満
男　
　

77
（
麓
町
）

西
太
良
地
区

瀬
戸　

親
男

85
（
山
屋
）

宮
𦚰　

郁
郎

93
（
中
央
）

菱
刈
地
区

窪
田　

政
子

85
（
徳
辺
上
）

園
田　

ノ
リ
子

87
（
小
原
松
山
）

德
留　

沙
惠
子　
　

88
（
下
名
）

長
野　

サ
ヨ
子

96
（
前
目
麓
）

西　

ノ
ブ

90
（
上
市
山
）

廣
瀨　

光
雄

90
（
下
手
仁
王
）

若
松　

ス
ミ
エ

96
（
湯
之
元
）

南
永
・
本
城
地
区

有
留　

勝
美

98
（
荒
田
下
）

上
薗　

マ
サ
子

93
（
本
城
宇
都
）
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海
う み

の資
し げ ん

源を守
ま も

り、 大
た い せ つ

切に使
つ か

おう 陸
り く

の豊
ゆ た

かさを守
ま も

り、 砂
さ ば く か

漠化を防
ふ せ

いで、 多
た

様
よ う

な生
せ い ぶ つ

物が生
い

きられるように大
た い せ つ

切に使
つ か

おう

失
うしな

われていく森
もり

と生
い

き物
もの

たち

　世
せ か い

界の陸
り く ち

地の 3 分
ぶ ん

の 1 は森
し ん り ん

林です

が、 今
い ま

、 1 年
ね ん

間
か ん

で約
や く

470 万
ま ん

ヘクタール

以
い じ ょ う

上の森
も り

が失
うしな

われています。 また、 自
し ぜ ん

然が破
は か い

壊され

るなどして、 世
せ か い

界の野
や せ い

生生
せ い ぶ つ

物の約
や く

40000 種
し ゅ

が絶
ぜ つ め つ

滅

の危
き き

機に瀕
ひ ん

しています。

多
た よ う

様な生
い

き物
もの

を守
まも

るために

　山
や ま

や川
か わ

などの自
し ぜ ん

然の中
な か

で、 たくさんの種
し ゅ る い

類の生
い

き

物
も の

が関
か か

わり合
あ

いながら生
い

きていることを“ 生
せ い ぶ つ

物多
た よ う

様

性
せ い

” といい、 日
に ほ ん

本はこの生
せ い ぶ つ

物多
た よ う せ い

様性が豊
ゆ た

かな国
く に

です

が、 過
か そ か

疎化などで里
さ と や ま

山が荒
あ

れ、 田
た

んぼや畑
はたけ

が住
じ ゅ う た く

宅

に変
か

わっていくことで、 住
す

む場
ば し ょ

所を追
お

われた生
い

き物
も の

た

ちが、 その数
か ず

をどんどん減
へ

らしています。 さまざまな

生
い

き物
も の

たちを守
ま も

るため自
し ぜ ん

然を大
た い せ つ

切にしましょう。

海
うみ

が抱
かか

える深
し ん こ く

刻な問
もんだ い

題

　地
ち き ゅ う

球の面
め ん せ き

積の 7 割
わ り

を占
し

める海
う み

から、 私
わたし

たちは多
お お

くの恵
め ぐ

みを受
う

け取
と

っています。

　しかし、 乱
ら ん か く

獲により絶
ぜ つ め つ

滅の危
き き

機に瀕
ひ ん

する水
す い さ ん

産

資
し げ ん

源の増
ぞ う か

加や海
う み

の生
せ い た い け い

態系へ悪
あ く え い き ょ う

影響を及
お よ

ぼす海
か い

洋
よ う さ ん せ い か

酸性化の進
し ん こ う

行などの問
も ん だ い

題が起
お

きています。

プラスティックごみを減
へ

らそう

　プラスティックごみは自
し ぜ ん

然には分
ぶ ん か い

解されないた

め、 捨
す

てられたプラスティックごみが最
さ い し ゅ う て き

終的に行
い

き着
つ

くのが海
う み

です。 ペットボトルやビニール袋
ぶくろ

な

どのごみが年
ね ん か ん

間 900 ～ 1400 万
ま ん

トンも海
う み

に流
な が

れ出
で

ています。

　買
か

い物
も の

に出
で

かけるときはマイバッグを持
も

って行
い

く、 マイボトルに飲
の

み物
も の

を入
い

れるなど、 ふだんか

らプラスティックごみを出
だ

さないようにしましょう。

目
もくひょう

標 14　　海
うみ

の豊
ゆた

かさを守
まも

ろう 目
もくひょう

標 15　　陸
りく

の豊
ゆた

かさも守
まも

ろう

や
っ
て
み
よ
う
！

や
っ
て
み
よ
う
！

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

目
もくひょう

標 取
と

り組
く

むこと チェック

マイバッグやマイボトルなどを使
つか

い、 プラスチックごみを出
だ

さない
  ようにしましょう □
自
し ぜ ん

然の中
なか

に生
せいそく

息しているさまざまな生
い

き物
もの

について学
まな

んだり、 話
はな

  し合
あ

ってみましょう □
  あなたが考

かんが

える取
と り く み

組を書
か

き込
こ

んで 実
じっせん

践してみましょう！

□

広告

〈
キ
リ
ト
リ

〉
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◆ ◆

人口のうごき

R５. 12. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

総人口 23,383人 （－  70）

男 10,926人 （－  29）

女 12,457人 （－  41）

世帯数 12,656世帯 （－  33）

広
報
い
さ

　
Ｎ
ｏ
.3
6
3
　
2
0
2
4
.0
1
.0
1

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
  Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

先
日
、
広
報
紙
用
の
撮
影
で
鳥
神
岡

に
登
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
真
っ
暗
で

霧
が
立
ち
込
め
る
早
朝
、
息
を
切
ら
し

な
が
ら
登
っ
た
先
に
待
っ
て
い
た
の
は
、

眼
下
一
面
に
広
が
る
雲
海
、
夜
空
の
紺

と
朝
焼
け
の
オ
レ
ン
ジ
で
飾
っ
た
澄
ん

だ
空
で
し
た
。

　

『
雲
外
蒼
天
』
（
う
ん
が
い
そ
う
て
ん
）

雲
を
抜
け
れ
ば
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
困
難
や
試
練
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、

明
る
い
未
来
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
合

い
を
持
ち
ま
す
。
２
０
２
３
年
を
振
り

返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
を
乗
り
越

え
、
明
る
い
話
題
や
み
な
さ
ん
の
笑
顔

が
戻
っ
て
き
た
１
年
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
は

辰
年
。
伊
佐
市
全
体
が
さ
ら
に
盛
り
上

が
り
、
昇
り
龍
の
よ
う
に
力
強
く
翔
け

る
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

８
月
初
め
、
ナ
フ
コ
に
ガ
ザ
ニ
ア
が
４
本
残
っ
て
い

ま
し
た
。
１
本
30
円
（
税
込
み
）
で
す
。
花
は
得
意
で

は
な
い
の
で
、
失
敗
し
て
も
良
い
か
!?
と
３
本
買
い
大

き
め
の
鉢
に
植
え
ま
し
た
。
昼
の
間
、
ひ
ま
わ
り
を
小

さ
く
し
た
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
花
が
パ
ァ
ー
ッ
と
咲
き

ま
す
。

　

夏
が
終
わ
り
、
庭
の
片
隅
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て

い
る
と
、
11
月
半
ば
花
が
咲
い
て
い
た
の
で
す
。
び
っ

く
り
し
て
、
ま
た
玄
関
先
に
持
っ
て
来
ま
し
た
。
12
月

に
な
っ
て
も
咲
い
て
く
れ
て
、
90
円
で
何
か
月
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
お
か
げ
で
花
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

（
本
城　

ほ
か
さ
ん
と
い
て　

70
代
）

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

 つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

ふるさと納税
返礼品

焼酎のふるさと伊佐大口から、地元蔵元３社
の焼酎を中心にさまざまな銘柄の本格焼酎を取
り揃えております。ぜひご堪能ください。

　代表　坂口   一美

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえ今月
15日までにご投稿ください。たくさんのお便りお待ちして
います！当選発表は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

№ 35

　１名様

伊
佐
舞

伊
佐
舞
（（
一
升
瓶
　
１
本

一
升
瓶
　
１
本
））

有限会社坂口酒店
住　：大口上町 45-4　　 　：22 - 0252問

認知症サポーター
大口小６年生のみなさん
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